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2004 年 9 月 7 日 

岩手県滝沢村 

岩手県立大学 

株式会社アイシーエス 

株式会社日立製作所 

 

岩手県滝沢村にて「次世代行政サービス提供システム」の実証実験を 11 月より開始 

住民視点に立った PUSH 型行政サービスの実現をめざす 

 

岩手県滝沢村(村長:柳村純一／以下、滝沢村)と岩手県立大学ソフトウェア情報学部船生研究室

(教授:船生豊／以下、岩手県立大学)、株式会社アイシーエス(代表取締役社長:村上勝治／以下、

アイシーエス)、株式会社日立製作所システム開発研究所(所長:小坂満隆／以下、日立)は、産学

官共同研究の「次世代行政サービス提供システムの研究」の一環として、滝沢村住民の参加によ

る「顧客向け次世代行政サービス提供システム」の実証実験を実施します。実験期間は、本年 11

月より 1 ヶ月間程度の予定です。 

本共同研究では、自治体が住民を顧客ととらえたうえで実施する顧客本意の行政サービスの実

現を目的とし、従来の申請主義から脱却し、住民に有用な行政サービスを積極的に提案すること

で、住民満足度の向上を支援するシステムの研究を行なっています。このシステムを利用して、

自治体職員は、住民一人ひとりの情報に基づき利用可能な行政サービスを抽出し、その結果を郵

便やインターネット等の様々な手段を用いて、積極的に提供(PUSH)することができるようになり

ます。これにより、住民が知らなかったために行政サービスを受ける機会を逃してしまうといっ

たケースを減らすことができます。 

今回の実証実験は、手続が複雑と言われている各種福祉サービスと、利用頻度の高い税証明関

連のサービスを対象に実施し、実験に参加される住民の方のご意見や評価から、効果を検証しま

す。実証実験終了後は、実験結果を踏まえた、さらなる機能の充実と、システムの実運用を視野

に入れた研究をしていく予定です。 

 

＜共同研究概要＞ 

本共同研究は、滝沢村行政経営理念の行動指針「日本一顧客に近い行政活動への挑戦」に即し、

「顧客本位の行政サービス」の実現方法を探るための研究としての位置付けのもと、岩手県地域

連携研究センター(所長:川崎功／以下、地域連携研究センター)を拠点に滝沢村、岩手県立大学、

アイシーエス、日立が推進してきました。研究期間は、2002 年 9 月から 2005 年 3 月までの予定

です。 

四者の役割は以下の通りです。 

・滝沢村      ：システム開発･運用に必要な環境構築と情報提供および実験フィールドの提供 

・岩手県立大学：研究指導･助言およびアンケート調査･分析 

・アイシーエス：システム開発･運用に必要なシステム分析および調査 

・日立        ：IT を活用した行政サービス提供手法の研究とシステム設計･開発 
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なお、地域連携研究センターには、共同研究の拠点施設としての役割の他、プロジェクト推進

に係る各種支援を受けています。 

 

＜実験システムの特徴＞ 

・行政サービスの提供条件と住民の情報から、住民個人が利用できる行政サービスを抽出するシ

ステムを開発しました。本システムを利用して、以下の機能を実現します。 

(1)サービスメニュー生成機能(3 頁の＜サービスメニューサンプル＞もご参照下さい) 

希望される住民一人ひとりに対して、利用可能な行政サービスや、転出や出生等の事象に

伴う、必要な手続きの一覧を記載した、行政サービスメニュー(紙)を作成します。行政サ

ービスメニューの各項目には、住民一人ひとり異なるコード番号(バーコード)が付与され

ます。 

(2)申請書自動生成機能(4 頁の＜申請書自動生成機能(実験イメージ)＞もご参照下さい) 

住民が上記(1)で作成されたメニューを窓口に持参して、自治体職員がメニューに記載さ

れているコード番号をシステムに読み込むと、必要な申請書が一括生成されます。住民は、

今までのように必要な申請書を探す手間がなくなり、また、生成された申請書は住所や氏

名が記入済のため、記入する項目が従来よりも少なく、申請書作成の負担が軽減されます。 

(3)シミュレーション機能(5 頁の＜シミュレーション機能(実験イメージ)＞もご参照下さい) 

窓口において、所得が変動した場合などを想定し、条件を変えた上で、受けられるサービ

スをシミュレーションすることができます。 

・申請書は従来どおり所定の業務窓口に提出すればよいため、システムの導入による窓口の業務

内容に変更はありません。 

 

＜メリット＞ 

・ 住民がサービスの存在を知らずに、受益機会を逃すケースが減少します。 

・ 住民の申請手続きの負担が軽減されます。 

・ 簡単な問合せや、申請書類の記入不備が減少し、職員の業務効率が向上します。 

 

＜実験概要＞ 

・ 実験対象サービス：福祉課および住民税課の業務から選定(延べ 80 業務) 

・ 実験対象者      ：滝沢村民から希望者を公募の予定 

・ 実験期間        ：本年 11 月より 1ヶ月間程度を予定 
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＜サービスメニューサンプル＞ 
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＜申請書自動生成機能（実験イメージ）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

3    子供が生まれたとき       
        abc1000003  

#    イベント名称      提供コード  

Ｈ１５年○○村役場手続きメニュー 

住所 〒xxx-xxxx  ○○県××村・・・・ 
氏名  

作成日 平成 15 年 6 月 3 日 

イベント一覧 

1    結婚するとき           
        abc1000001  

2    転出するとき          
        abc1000002  

印

①行政サービスメニュー（紙）を貰う
住民本人専用のメニューなので

自分が利用できるサービスが一目瞭然
サービスはサービス提供コードで識別

②利用したいサービスを決める

給付金が貰え
るようだよ。

お願いします。 山田様。書類に
不備はありません。
申請を承りました。

⑤申請書を所定の窓口に提出する
押印した書類を提出する。

山田様ですね。給付金の
手続きはこの申請書を提
出してください。

④申請書一式を貰う
名前、住所等の記入事項は印刷済み

③役場の窓口で所望のサービスの
サービス提供コードを伝える

給付金を申請したいの
だが。コード番号はXX

です。
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＜シミュレーション機能（実験イメージ）＞ 

例１．条件が変わった場合の相談をする
住民の条件を変更してシミュレーション

例２．ライフイベントの際に行政サービスを確認する
イベント発生後の条件でシミュレーション

滝沢様の、
お子様が産まれた場合の

サービス一覧を
ご用意いたします。

収入が仮に○○○万
円でも給付金はもらえ

ますか？

山田様の場合は、
収入が○○○万円の場
合でも給付されます。

子供が産まれたら
どんなサービスが
うけられるのですか？

 

 
 

 

以上 

 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 
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